
― 63 ―

印
度
學
佛
敎
學
硏
究
第
六
十
七
巻
第
一
号　

平
成
三
〇
年
十
二
月

鈴
木
大
拙
に
お
け
る
白
隠
禅
師
の
理
解

竹
下
ル
ッ
ジ
ェ
リ
・
ア
ン
ナ

一
　
は
じ
め
に

本
稿
で
は
、
鈴
木
大
拙
（
一
八
七
〇
―
一
九
六
六
）
が
白
隠
禅
師

（
一
六
八
五
―
一
七
六
八
）
と
そ
の
教
え
を
ど
の
よ
う
に
理
解
し
た
か
を
調

べ
た
。
そ
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
、
平
成
二
九
年
度
日
本
印
度
学

仏
教
学
会
第
六
八
回
学
術
大
会
で
の
石
井
修
道
先
生
に
よ
る
「
鈴
木
大

拙
と
『
新
宗
教
論
』」
と
い
う
ご
発
表
で
あ
る
。
ご
発
表
の
際
に
石
井
先

生
は
鈴
木
大
拙
の
白
隠
理
解
に
つ
い
て
問
い
か
け
を
し
、
そ
の
問
い
か

け
に
答
え
て
み
る
こ
と
に
し
た
。

筆
者
に
と
っ
て
は
、
鈴
木
大
拙
先
生
の
思
想
に
つ
い
て
の
小
論
は
初

め
て
の
挑
戦
で
あ
る
が
、
白
隠
禅
師
の
研
究
は
約
二
五
年
間
続
け
て
い

る
。
初
め
て
白
隠
禅
師
の
こ
と
を
知
っ
た
の
は
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
大
学
の

学
生
時
代
に
鈴
木
大
拙
のE

ssays in Zen B
uddhism

: Second Series 

（Suzuki 

（1933

）2008

）
の
伊
訳
版D

. T. Suzuki, Saggi sul B
uddhism

o 

Zen II

（1977

）
を
読
ん
だ
時
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

二
　
鈴
木
大
拙
の
作
品
に
お
け
る
白
隠
禅
師
の
解
説

鈴
木
大
拙
は
、
多
数
の
著
作
の
な
か
で
、
白
隠
禅
師
に
つ
い
て
そ
れ

ほ
ど
多
く
を
語
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
以
下
、
主
な
も
の
を
列
挙
し
、

分
析
し
て
み
る
。

①「
白
隠
禅
に
つ
き
て
」『
禅
道
』
百
号
・
白
隠
研
究
号 

（
禅
道
会
、

一
九
一
八
年
一
一
月
五
日
、
十
〇
―
十
五
頁
）
に
鈴
木
大
拙
の
記
事
が
あ

る
。ち

ょ
う
ど
百
年
前
に
、
白
隠
禅
師
一
五
〇
年
遠
諱
事
業
に
よ
り
刊
行

さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
釈
宗
演
老
師
（
一
八
五
六
―
一
九
一
九
）
に

よ
る
最
初
の
記
事
の
次
に
、
当
時
『
禅
道
』
の
主
幹
で
あ
っ
た
鈴
木
大

拙
（
四
八
歳
）
の
「
白
隠
禅
に
つ
き
て
」
と
い
う
記
事
が
記
載
せ
ら
れ

て
い
る
。
そ
の
中
で
、
ま
ず
大
拙
は
次
の
よ
う
に
書
い
た
。

白
隠
和
尚
に
つ
き
て
は
書
く
べ
き
こ
と
仲
々
少
な
か
ら
ぬ
と
思
う
。
否
、
自
ら

進
ん
で
書
い
て
見
た
い
と
思
う
処
も
随
分
あ
る
。
但
研
究
が
ま
だ
何
に
も
出
来

て
居
な
い
の
で
、
今
回
の
間
に
は
合
い
兼
ね
る
。 

（『
禅
道
』、
一
二
頁
）
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鈴
木
大
拙
に
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け
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白
隠
禅
師
の
理
解
（
竹

下
）

こ
の
こ
と
か
ら
、
当
時
の
大
拙
は
本
格
的
な
白
隠
研
究
に
は
取
り
掛

か
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。
大
拙
の
そ
の
記
事
の
主

な
内
容
は
、
公
案
と
公
案
体
系
の
説
明
お
よ
び
看
話
禅
と
黙
照
禅
の
相

違
に
つ
い
て
の
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
と
同
時
に
大
拙
は
白
隠
を
大
き
く

評
価
す
る
。「
白
隠
は
看
話
禅
を
大
成
し
た
と
同
時
に
支
那
禅
を
日
本

化
し
た
処
が
あ
る
。」（
同
一
二
頁
）
お
そ
ら
く
そ
の
時
に
大
拙
は
、
白

隠
の
多
数
の
仮
名
法
語
だ
け
で
は
な
く
、「
隻
手
音
声
」
の
公
案
を
考

え
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
宋
代
禅
の
代
表
の
一
人
で
あ
る
大
慧
宗
杲

（
一
〇
八
九
―
一
一
六
三
）
に
よ
っ
て
創
出
さ
れ
た
看
話
禅
は
、
日
本
に

伝
え
ら
れ
て
か
ら
、
江
戸
時
代
に
白
隠
禅
師
に
よ
り
体
系
化
さ
れ
た
。

基
本
的
に
は
公
案
と
い
う
も
の
は
宋
代
以
前
に
行
っ
て
い
た
禅
僧
侶
の

問
答
か
ら
由
来
し
て
い
る
が
、
白
隠
の
「
隻
手
音
声
」
だ
け
は
、
も
と

も
と
公
案
と
し
て
日
本
で
創
造
さ
れ
た
）
1
（

。
大
拙
は
若
い
時
か
ら
鎌
倉
の

円
覚
寺
で
、
ま
ず
今
北
洪
川
老
師
（
一
八
一
六
―
一
八
九
二
）
に
つ
い
て
、

そ
し
て
老
師
の
遷
化
の
後
に
は
彼
の
弟
子
で
あ
っ
た
釈
宗
演
老
師
に
つ

い
て
参
禅
を
し
、
初
め
に
「
隻
手
音
声
」、
そ
の
後
「
趙
州
無
字
」、
そ

し
て
ま
た
「
隻
手
音
声
」
を
授
け
ら
れ
た
）
2
（

の
で
、『
禅
道
』
の
記
事
に

関
し
て
は
自
分
の
公
案
の
実
践
経
験
と
い
う
立
場
か
ら
記
述
し
て
い
た

も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
記
事
で
は
ま
た
、
臨
済
禅
は
「
白
隠
禅
」
と

呼
ぶ
べ
き
で
あ
り
、「
臨
済
宗
の
人
々
は
、
悉
く
白
隠
的
々
の
子
孫
で

あ
る
」（『
禅
道
』、
一
〇
頁
）
と
強
調
す
る
。

②Suzuki

（1933

）2008

に
鈴
木
大
拙
は
何
回
も
白
隠
禅
師
の
話
を

紹
介
す
る
。
そ
の
主
な
内
容
は
『
遠
羅
天
釡
』
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

『
遠
羅
天
釡
』
は
、
三
つ
の
手
紙
で
構
成
さ
れ
て
い
る
書
で
あ
る
。
そ

こ
に
は
さ
ら
に
、
漢
文
体
で
書
か
れ
た
序
文
と
下
之
巻
の
付
録
が
含
ま

れ
て
い
る
。
こ
れ
と
は
別
に
、
そ
の
最
後
に
「
念
仏
と
公
案
と
優
劣
如

何
と
い
う
書
に
答
ふ
る
書
」
を
収
録
す
る
『
遠
羅
天
釡
続
集
』
と
い
う

書
が
あ
り
、
そ
の
中
に
は
、
斯
経
慧
梁
（
？
―
一
七
八
六
）
と
い
う
白
隠

の
高
弟
の
一
人
が
書
い
た
原
漢
文
体
の
追
加
文
が
含
ま
れ
て
い
る
。
大

拙
は
様
々
な
著
作
に
お
い
て
、『
遠
羅
天
釡
』
に
記
述
さ
れ
た
白
隠
自

身
の
見
性
体
験
を
し
ば
し
ば
引
用
す
る
。
こ
の
時
点
で
は
、
見
性
体
験

に
不
可
欠
で
あ
る
「
疑
団
」
は
そ
の
心
理
的
な
面
が
強
調
さ
れ
て
い
る

が
、
白
隠
の
教
え
に
と
っ
て
非
常
に
重
要
で
あ
る
「
悟
後
の
修
行
」
の

紹
介
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
。

ま
たSuzuki 

（1933

）2008

に
お
い
て
は
、
次
の
箇
所
が
興
味
深
い
。

白
隠
に
よ
る
「
無
字
」
の
扱
い
方
を
記
述
す
る
時
に
、
大
拙
は
注
に
次

の
よ
う
に
書
い
た
。

こ
の
本
が
出
版
さ
れ
て
い
た
時
に
、
京
都
に
あ
る
妙
心
寺
の
コ
ウ
ソ
ン
・
ゴ
ト

ウ
は
未
だ
未
版
で
あ
る
白
隠
の
手
紙
が
存
在
す
る
こ
と
を
知
ら
せ
て
く
れ
た
。

こ
こ
で
は
（
白
隠
は
）「
無
字
」
の
代
わ
り
に
、
最
近
「
隻
手
」
の
公
案
を
与

え
始
め
た
。
な
ぜ
な
ら
ば
、「
無
」
よ
り
「
隻
手
」
の
方
が
よ
り
早
く
「
疑
団
」

を
起
こ
す
か
ら
で
あ
る
。

 

（D
. T. Suzuki 1977, p. 184

に
よ
り
引
用
翻
訳
）

上
記
の
コ
ウ
ソ
ン
・
ゴ
ト
ウ
と
い
う
人
物
と
は
『
白
隠
和
尚
全
集
』
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師
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（
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）

（
龍
吟
社
、
全
八
巻
、
一
九
三
四
）
の
編
纂
代
表
者
で
あ
っ
た
後
藤
光
村
氏

の
こ
と
で
あ
る
。
実
は
『
白
隠
和
尚
全
集
』
は
昭
和
九
（
一
九
三
四
）

年
に
出
版
さ
れ
た
た
め
、Suzuki

（1933

）2008

の
作
成
・
出
版
の
際

に
ま
だ
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
。『
白
隠
禅
師
集
』（
常
磐
大
定
校
訂
、
大

日
本
文
庫
刊
行
会
、
一
九
三
八
）
も
発
行
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
こ
う
い

う
こ
と
か
ら
明
ら
か
に
な
っ
た
の
は
、
現
在
と
違
っ
て
当
時
す
べ
て
の

白
隠
の
作
品
は
簡
単
に
入
手
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
こ
で
、
鈴
木
大
拙
に
お
け
る
白
隠
禅
師
の
理
解
に
関
わ
る
興
味
深

い
話
を
も
う
一
つ
、
挙
げ
る
。
秋
月
龍
珉
が
大
拙
先
生
に
頼
ま
れ
た
時

の
こ
と
で
あ
る
。

白
隠
さ
ん
の
年
譜
に
、
四
十
代
だ
っ
た
か
と
思
う
が
、
夢
に
亡
母
が
、
片
一
方

の
袂
か
ら
出
し
た
鏡
は
真
黒
で
、
ま
た
片
一
方
か
ら
は
明
鏡
が
出
て
山
河
万
朶

を
照
ら
し
た
と
い
う
こ
と
を
書
い
て
あ
っ
た
。
こ
の
全
文
を
写
し
て
送
っ
て
く

れ
た
ま
わ
ぬ
か
。
こ
の
夢
は
公
案
と
し
て
、
し
ら
べ

0

0

0

さ
せ
る
か
、
如
何
。
自
分

と
し
て
は
、
こ
こ
に
大
な
る
意
味
を
見
付
け
る
。（
中
略
）
い
ず
れ
ま
た

（
一
九
六
一
年
七
月
） 
 

 

（
秋
月
二
〇
〇
四
、
二
三
二
―
二
三
三
頁
）

実
は
、
こ
の
話
は
『
白
隠
和
尚
年
譜
』
の
四
一
歳
（
白
隠
和
尚　

一
九
六
七
、
第
一
巻
四
一
―
四
二
頁
お
よ
び
芳
澤
二
〇
一
六
、
一
六
三
頁
）
の

と
こ
ろ
に
あ
り
、
さ
ら
に
『
遠
羅
天
釡
』
に
も
表
れ
る
。
数
年
前
か
ら

『
遠
羅
天
釡
』
の
伊
訳
を
行
っ
て
い
る
筆
者
に
と
っ
て
は
、
こ
れ
は
印

象
的
な
話
で
あ
る
。
白
隠
自
身
は
、
こ
の
夢
に
つ
い
て
二
回
し
か
述
べ

て
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
を
大
き
く
重
視
し
て
い
た
よ
う
に

思
わ
れ
る
。『
遠
羅
天
釡
』
巻
之
下
で
は
次
の
よ
う
に
記
述
さ
れ
て
い

る
。

　

一
夜
、
夢
ニ
吾
ガ
母
、
紫
絹
衣
ヲ
以
テ
予
ニ
附
ス
。
提
起
シ
テ
兩
袖
甚
ダ
重

キ
コ
ト
ヲ
覺
フ
。
之
ヲ
探
ル
ニ
各
オ
ノ
一
面
ノ
古
鏡
有
リ
。
經
五
六
寸
可
リ
、

右
手
ナ
ル
ハ
光
輝
心
肝
ニ
透
徹
シ
、
自
心
及
ビ
山
河
大
地
、
澄
潭
ノ
底
無
キ
ガ

如
ク
、
左
手
ナ
ル
ハ
、
全
面
一
點
ノ
光
耀
無
ク
、
其
ノ
面
新
鍋
ノ
未
ダ
火
氣
ニ

觸
レ
ザ
ル
者
ノ
如
シ
。
忽
然
ト
シ
テ
左
邊
ノ
光
輝
、
右
邊
ニ
ル
コ
ト
百
千
億
倍

ナ
ル
コ
ト
ヲ
覺
フ
。
此
レ
從
リ
萬
物
ヲ
見
ル
コ
ト
自
己
ノ
面
ヲ
見
ル
ガ
如
シ
。

初
メ
テ
、
如
來
ハ
目
ニ
佛
性
ヲ
見
ル
ト
イ
ウ
コ
ト
ヲ
了
知
ス
。
後
來
、
因
ミ
ニ

碧
岩
録
ヲ
取
リ
テ
讀
ム
ニ
、
與
從
前
ノ
所
見
ト
大
イ
ニ
異
ナ
リ
。 

 

 

（
芳
澤
二
〇
〇
一
、
四
三
四
―
四
三
五
頁
）

「
如
來
ハ
目
ニ
佛
性
ヲ
見
ル
」
と
い
う
表
現
の
出
典
は
白
隠
が
よ
く

引
用
す
る
『
涅
槃
経
』
で
あ
る
。
ま
た
、「
自
己
ノ
面
ヲ
見
ル
ガ
如
シ
」

と
い
う
語
は
、
白
隠
自
身
が
、『
荊
叢
毒
蘂
』
に
含
ま
れ
て
い
る
洞
山

五
位
の
「
偏
中
正
）
3
（

」
の
と
こ
ろ
に
も
述
べ
て
い
る
（
芳
澤
二
〇
一
五
、
乾

六
二
二
頁
）。
ま
た
こ
の
夢
の
後
に
、
白
隠
の
『
碧
巌
録
』
に
関
す
る
所

見
は
大
き
く
変
わ
っ
た
と
い
う
（
芳
澤
二
〇
一
六
、
一
六
三
頁
）。
こ
の
よ

う
に
し
て
、
鈴
木
大
拙
は
白
隠
禅
師
の
思
想
の
重
要
な
点
に
触
れ
、
白

隠
の
こ
と
を
よ
り
深
く
理
解
し
よ
う
と
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の

こ
と
を
大
拙
は
、「
自
分
と
し
て
は
、
こ
こ
に
大
な
る
意
味
を
見
付
け

る
。」
と
い
う
表
現
で
表
し
て
い
る
。
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鈴
木
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け
る
白
隠
禅
師
の
理
解
（
竹

下
）

③
古
田
紹
欽
に
よ
る
『
鈴
木
大
拙
全
集
』
第
一
巻
の
「
後
記
」
で

は
、『
禅
思
想
史
研
究
第
一
』（『
鈴
木
大
拙
全
集
（
新
版
）』
第
一
巻
、
岩
波

書
店
、
二
〇
〇
〇
）
は
一
九
四
三
年
に
出
版
さ
れ
た
と
書
か
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
は
「
日
本
禅
に
お
け
る
三
つ
の
思
想
類
型

―
道
元
禅
、
白
隠

禅
、
盤
佳
禅

―
」
が
挿
入
さ
れ
た
。
そ
の
目
的
は
最
初
の
文
章
か
ら

明
ら
か
に
な
る
。

　

禅
思
想
史
―
殊
に
日
本
禅
に
お
け
る
盤
佳
禅
の
意
義
と
地
位
と
を
考
え
て
、

そ
の
特
性
に
つ
き
十
分
鑑
賞
を
し
よ
う
と
思
う
と
き
は
、
日
本
禅
に
お
け
る
三

つ
の
異
な
っ
た
思
想
類
型
と
で
も
云
う
も
の
を
区
別
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。 

 

（『
鈴
木
大
拙
全
集
』
第
一
巻
、
五
七
頁
）

結
局
の
と
こ
ろ
、
盤
佳
禅
の
特
徴
を
よ
り
い
っ
そ
う
引
き
出
す
た
め

の
企
て
の
よ
う
に
見
え
る
が
、
同
時
に
、
こ
の
三
つ
の
思
想
類
型
に
お

い
て
は
大
拙
の
実
際
の
見
性
体
験
が
大
き
な
役
割
を
持
っ
た
と
思
わ
れ

る
。こ

の
論
文
に
も
し
ば
し
ば
『
遠
羅
天
釡
続
集
』
の
文
章
が
引
用
さ

れ
、
そ
こ
に
鈴
木
大
拙
な
り
の
看
話
禅
の
心
理
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
と
説

明
が
見
ら
れ
、
こ
れ
に
よ
っ
て
「
心
理
禅
批
判
」
と
い
う
大
拙
に
対
す

る
反
論
が
多
く
生
じ
た
。
秋
月
龍
珉
は
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

　

鈴
木
先
生
の
今
日
禅
に
対
す
る
い
ま
一
つ
の
批
判
は
、
そ
の
見
性
教
育
の
心

理
主
義
的
傾
向
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
。（
中
略
）
わ
た
く
し
は
先
に
、
今
日

の
禅
の
心
理
主
義
的
傾
向
は
、
鈴
木
先
生
に
も
そ
の
責
任
の
一
端
が
あ
り
、
さ

ら
に
そ
の
源
流
は
白
隠
禅
師
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
が
で
き
る
と
申
し
ま
し

た
。 

（
秋
月
二
〇
〇
四
、
一
六
三
頁
お
よ
び
一
七
七
頁
）

特
に
外
国
人
読
者
に
誤
解
を
与
え
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
、
秋
月
は

大
拙
先
生
に
何
度
も
こ
の
こ
と
を
伝
え
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し

て
大
拙
は
こ
れ
を
認
め
た
様
子
で
肯
い
、「
だ
か
ら
わ
し
は
こ
の
ご
ろ

特
に
心
理
的
経
験
だ
け
で
は
ダ
メ
だ
。
哲
学
が
な
け
れ
ば
い
か
ん
」（
同

一
八
五
―
一
八
六
頁
）
と
強
調
し
た
よ
う
で
あ
る
。
当
然
の
こ
と
と
し

て
、
鈴
木
大
拙
に
も
、
時
が
経
つ
に
つ
れ
て
、
思
想
の
変
化
が
現
れ
た

と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、『
鈴
木
大
拙
全
集
』
第
一
巻
に
「
不
生
禅
と
白
隠
禅
附
、
念

仏
禅
」
と
い
う
論
文
も
見
ら
れ
る
。
白
隠
禅
と
念
仏
禅
の
比
較
が
加
え

ら
れ
て
、
説
明
に
当
た
っ
て
特
に
『
遠
羅
天
釡
続
集
』
の
「
念
仏
と
公

案
と
優
劣
如
何
と
い
う
書
に
答
ふ
る
書
」
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。

最
後
ま
で
鈴
木
大
拙
は
、
宋
代
の
看
話
禅
の
延
長
と
し
て
見
て
い
た

白
隠
の
禅
よ
り
、
唐
代
禅
に
よ
り
近
い
盤
佳
の
思
想
の
方
を
、
好
ん
だ

と
い
う
印
象
は
強
い
。

④『
金
剛
経
の
禅
』（『
鈴
木
大
拙
全
集
』
第
五
巻
、
二
〇
〇
〇
）
に
は
「
洞

家
の
五
位
」
が
見
ら
れ
る
。
公
案
と
さ
れ
て
い
る
「
洞
山
五
位
」
と
に

は
、
元
の
中
統
元
年
（
一
二
六
〇
）
に
晦
然
が
序
を
書
い
て
編
集
刊
行

し
た
『
重
編
曹
洞
五
位
』「
洞
山
五
位
顕
訣
」
に
述
べ
ら
れ
た
偏
正
五

位
と
、『
禅
林
僧
宝
伝
』（
一
三
三
一
年
刊
）「
華
厳
隆
禅
師
」
項
に
記
載
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さ
れ
、
洞
山
の
著
語
的
説
明
と
頌
で
示
さ
れ
た
功
勲
五
位
と
が
あ
る
。

偏
正
五
位
は
、
洞
山
良
价
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の

宗
旨
を
五
項
目
に
分
類
し
、
そ
れ
に
弟
子
で
あ
る
曹
山
本
寂
（
八
四
〇

―
九
〇
一
）
が
註
釈
を
つ
け
た
。

偏
正
五
位
は
、
洞
山
で
は
概
ね
①
正
位
却
偏
、
②
偏
位
却
正
、
③
正

位
却
来
、
④
偏
位
中
来
、
⑤
相
兼
帯
来
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
曹
山

に
到
っ
て
、
各
位
の
項
目
が
①
正
中
偏
、
②
偏
中
正
、
③
正
中
来
、
④

偏
中
至
、
⑤
兼
中
到
と
三
文
字
ず
つ
に
整
え
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
そ
れ

に
そ
の
趣
旨
を
各
位
毎
に
七
言
三
句
で
ま
と
め
た
逐
位
頌
を
示
し
て
分

析
し
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
ま
た
白
隠
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
著
語
を
加

え
た
。
白
隠
自
身
は
様
々
な
著
作
の
中
で
五
位
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る

が
、
と
く
に
『
荊
叢
毒
蕊
』
第
三
巻
、
す
な
わ
ち
「
洞
上
五
位
偏
正
口

訣
」
に
お
い
て
、
詳
し
く
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

ま
た
、
白
隠
の
法
嗣
東
嶺
円
慈
（
一
七
二
一
―
一
七
九
二
）
に
よ
っ
て

著
さ
れ
た
『
五
家
参
詳
要
路
門
』
巻
三
（
白
隠
和
尚
一
九
六
七
、
二
一
四

―
二
二
〇
頁
）
の
中
に
も
、
同
じ
「
洞
上
五
位
偏
正
口
訣
」
が
載
せ
ら

れ
て
い
る
。
し
か
し
こ
こ
で
は
、
白
隠
に
よ
る
「
口
訣
」
は
東
嶺
に

よ
っ
て
若
干
修
正
さ
れ
て
い
る
。「
口
訣
」
の
中
で
白
隠
は
、
偏
正
五

位
の
重
要
性
を
主
張
し
な
が
ら
、
同
時
に
そ
の
複
雑
さ
も
認
め
て
い

る
。鈴

木
大
拙
は
特
に
最
後
の
「
兼
中
到
」
の
白
隠
に
よ
っ
て
付
け
ら
れ

た
著
語
を
好
ん
だ
。「
兼
中
到
。
有
無
に
落
ち
ず
、
誰
か
敢
え
て
和
せ

ん
。
人
人
尽
く
常
流
を
出
で
ん
と
欲
す
、
折
合
、
還
っ
て
炭
裡
に
帰
し

て
坐
す
。」
に
白
隠
禅
師
は
『
荊
叢
毒
蕊
』
に
お
い
て
次
の
よ
う
な
著

語
を
付
け
た
。「
徳
雲
の
閑
古
錐
、
幾
た
び
か
妙
峯
頂
を
下
る
。
他
の

癡
聖
人
を
傭
う
て
、
雪
を
担
っ
て
共
に
井
を
填
む
。」（
芳
澤
二
〇
一
五
、

六
三
八
頁
）
と
。
鈴
木
大
拙
は
白
隠
の
教
え
の
中
で
特
に
こ
れ
を
非
常

に
高
く
評
価
し
た
。
秋
月
に
よ
る
と
、
大
拙
は
次
の
よ
う
に
語
っ
た
。

「
五
位
の
「
兼
中
到
」
の
著
語
に
こ
の
句
を
お
い
た
の
は
白
隠
の
大
見

識
だ
。
そ
し
て
そ
れ
は
禅
者
の
い
う
跡
を
払
え
だ
。」（
秋
月
二
〇
〇
四
、

一
六
二
頁
）
ま
た
、「
た
だ
目
茶
苦
茶
に
働
く
の
だ
、
働
い
て
働
い
て
働

き
ぬ
く
の
だ
。
そ
の
意
味
で
わ
し
は
、
白
隠
禅
師
が
五
位
の
「
兼
中

到
」
に
著
語
を
置
き
直
し
た
見
識
を
高
く
評
価
し
た
い
。
外
の
こ
と
は

と
も
か
く
、
あ
れ
だ
け
で
も
白
隠
は
偉
い
と
思
う
」（
同
一
五
八
頁
）

本
来
は
『
荊
叢
毒
蕊
』
に
含
ま
れ
て
い
る
五
位
の
説
明
の
前
半
部
分

に
お
い
て
、
も
う
一
つ
の
重
要
な
思
想
は
、
偏
正
五
位
と
四
智
（「
大
円

鏡
智
」、「
平
等
性
智
」、「
妙
観
察
智
」、「
成
所
作
智
」）
と
の
組
み
合
わ
せ
で

あ
っ
た
）
4
（

。
四
智
と
そ
れ
に
転
換
さ
れ
た
唯
識
は
白
隠
禅
師
の
教
え
を
理

解
す
る
に
当
た
っ
て
非
常
に
重
要
な
点
で
あ
る
が
、
残
念
な
が
ら
大
拙

は
こ
れ
に
つ
い
て
触
れ
て
い
な
い
。

⑤
最
後
に
『
禅
思
想
史
研
究
第
四
』（『
鈴
木
大
拙
全
集
』
第
四
巻
）
に

お
い
て
は
、
白
隠
の
理
解
に
関
わ
る
二
つ
の
重
要
な
論
文
が
含
ま
れ
て

い
る
。「
槐
安
国
語
を
読
み
て
」
お
よ
び
「
禅
と
白
隠
」
で
あ
る
。
鈴

木
大
拙
の
「
槐
安
国
語
を
読
み
て
」
は
白
隠
の
思
想
を
理
解
す
る
努
力
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に
当
た
っ
て
最
も
評
価
す
べ
き
も
の
だ
と
思
わ
れ
る
。

『
槐
安
国
語
』（
一
七
四
九
）
は
、
白
隠
禅
師
が
、
大
徳
寺
開
山
宗
峰

妙
超
の
『
大
灯
国
師
語
録
』
に
評
唱
と
著
語
を
付
し
た
著
作
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
白
隠
の
理
解
に
当
た
っ
て
不
可
欠
な
著
作
で
あ
る
。 

『
槐
安
国
語
』
に
つ
い
て
は
、
大
拙
と
そ
の
道
友
で
あ
っ
た
西
田
幾
多

郎
（
一
八
七
〇
―
一
九
四
五
）
と
の
手
紙
の
や
り
取
り
が
残
さ
れ
て
い

る
）
6
（

。
し
か
し
「
槐
安
国
語
を
読
み
て
」
は
、
昭
和
二
一
（
一
九
四
六
）

年
、
つ
ま
り
西
田
の
死
お
よ
び
第
二
次
世
界
大
戦
の
終
了
か
ら
一
年
後

に
、『
哲
学
季
刊
』（
第
一
冊
）
に
初
め
て
発
表
に
な
っ
た
。
そ
の
中
で

大
拙
は
、
最
初
か
ら
最
後
ま
で
、
白
隠
の
禅
に
対
す
る
立
場
を
明
ら
か

に
し
て
い
る
。
一
方
で
は
、「
日
本
に
お
け
る
禅
思
想
史
の
或
る
一
面

は
『
槐
安
国
語
』
底
に
お
い
て
そ
の
頂
点
に
達
し
て
、
も
は
や
こ
の
方

面
で
は
進
歩
す
べ
き
も
の
が
な
い
」（
鈴
木
大
拙
『
鈴
木
大
拙
全
集
』
第
四

巻
、
三
七
頁
）
と
言
い
な
が
ら
、
他
方
で
は
「
こ
れ
か
ら
の
禅
思
想
は

他
の
方
面
に
向
か
っ
て
新
し
き
途
を
拓
く
べ
き
で
あ
ろ
う
と
考
え
（
中

略
）﹇
、﹈
白
隠
禅
師
が
な
く
な
ら
れ
て
か
ら
百
五
十
年
以
上
を
経
過
し

た
今
、
さ
う
い
つ
ま
で
も
旧
態
依
然
た
る
べ
き
で
あ
る
ま
い
と
思
う
」

（
同
）
と
述
べ
る
。

大
拙
は
、『
槐
安
国
語
』
の
難
し
い
文
を
分
析
そ
し
て
評
価
を
し
な
が

ら
、
論
文
の
所
々
に
「
近
代
人
の
思
想
の
動
き
方
に
は
、
徒
ら
に
宋
代

の
風
習
を
逐
ふ
だ
け
で
は
い
け
な
い
も
の
が
あ
る
と
、
自
分
は
信
ず
る
」

（
同
五
六
項
）
や
「
日
本
禅
に
お
け
る
五
山
時
代
の
暗
黒
を
繰
り
返
し
て

は
な
ら
な
い
」（
同
五
九
頁
）
と
い
う
よ
う
な
意
見
を
反
復
し
て
表
す
。

ま
た
、「
禅
と
白
隠
」
は
、
元
々
『
白
隠
』（
竹
内
一
九
六
四
）
と
い
う

白
隠
の
禅
画
を
紹
介
す
る
作
品
の
最
後
の
後
書
き
で
あ
っ
た
が
、
そ
の

中
で
白
隠
の
禅
画
に
つ
い
て
の
解
説
は
ほ
と
ん
ど
見
当
た
ら
な
い
の
が
、

不
思
議
で
あ
る
。
こ
の
『
白
隠
』
と
い
う
禅
画
・
墨
蹟
集
は
大
拙
が
亡

く
な
る
二
年
前
に
出
版
さ
れ
た
本
で
あ
る
。

三
　
お
わ
り
に

鈴
木
大
拙
は
自
分
の
著
作
に
お
い
て
所
々
に
白
隠
禅
師
の
思
想
と
教

え
に
つ
い
て
記
述
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
鈴
木
大
拙
自
身
の
考
え
を

証
明
す
る
た
め
に
白
隠
の
言
葉
が
用
い
ら
れ
て
い
る
と
い
う
印
象
は
場

合
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
と
同
時
に
、
白
隠
の
思
想
の
最

も
深
い
面
も
把
握
さ
れ
て
い
る
点
が
見
ら
れ
る
。
し
か
し
、
鈴
木
大
拙

先
生
の
ス
ケ
ー
ル
は
非
常
に
大
き
く
て
、
世
界
に
禅
を
紹
介
・
説
明
す

る
偉
大
な
使
命
が
あ
っ
た
。
そ
の
禅
が
白
隠
禅
師
の
伝
統
的
な
禅
に
必

ず
し
も
一
致
し
な
か
っ
た
こ
と
は
当
然
で
あ
る
と
筆
者
は
強
く
思
う
。

そ
し
て
、
大
拙
が
大
い
に
気
に
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
こ
と
は
、
生
き

延
び
る
た
め
に
ど
う
し
て
も
必
要
と
す
る
現
在
の
禅
の
「
パ
ラ
ダ
イ
ム

転
換
」
的
な
変
化
で
あ
っ
た
。
そ
れ
で
も
、
し
か
し
白
隠
と
鈴
木
大
拙

に
お
い
て
は
、
慈
悲
の
理
解
と
実
践
お
よ
び
四
弘
誓
願
に
対
す
る
思
い

と
理
解
は
、
大
き
く
共
通
す
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
二
人
と
も
、
周

り
に
い
た
人
た
ち
、
つ
ま
り
白
隠
禅
師
は
僧
侶
だ
け
で
な
く
大
衆
に
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も
、
鈴
木
大
拙
は
日
本
人
だ
け
で
な
く
外
国
人
に
も
、
創
造
的
な
方
法

で
多
数
の
限
界
を
超
え
な
が
ら
、
禅
の
教
え
を
広
げ
る
た
め
に
膨
大
な

努
力
を
し
た
、
と
筆
者
は
強
く
思
う
。

1　

白
隠
と
公
案
に
つ
い
て
は
、
ル
ッ
ジ
ェ
リ
・
ア
ン
ナ
『
公
案
の
思
想
的

研
究

―
白
隠
慧
鶴
を
中
心
と
し
て

―
』
博
士
論
文
（
大
阪
府
立
大

学
、
二
〇
〇
一
）
を
参
照
。
ま
た
、
秋
月
龍
珉
『
公
案

―
実
践
的
禅
入 

門

―
』（
筑
摩
書
房
、
二
〇
〇
九
）
を
参
照
。

2　

秋
月
龍
珉
『
世
界
の
禅
者

―
鈴
木
大
拙
の
生
涯

―
』（
岩
波
書
店
、

一
九
九
二
）
一
三
九
頁
。

3　

洞
上
五
位
に
つ
い
て
は
、
本
稿
の
二
―
③
を
参
照
。
そ
の
他
、
ア
ン

ナ
・
ル
ッ
ジ
ェ
リ
「
白
隠
慧
鶴
に
お
け
る
洞
上
五
位
の
一
考
察
」（『
禅
学

研
究
』
第
七
九
号
、
二
〇
〇
〇
、
一
九
九
―
二
二
一
頁
）。
ア
ン
ナ
・

ル
ッ
ジ
ェ
リ
「
白
隠
と
現
代
の
公
案
の
問
題

―『
十
牛
図
』
お
よ
び

『
洞
山
五
位
』
を
通
し
て

―
」（『
人
間
文
化
学
研
究
集
録
』
第
十
号
（
大

阪
府
立
大
学
）、
二
〇
〇
一
、
五
九
―
六
九
頁
）。

4　

洞
上
五
位
と
四
智
の
相
当
に
つ
い
て
は
、
ア
ン
ナ
・
ル
ッ
ジ
ェ
リ
「
白

隠
の
唯
識
観

―『
四
智
辨
』
を
通
し
て

―
」（『
花
園
大
学
国
際
禅
学

研
究
所
論
叢
』
第
二
号
、
二
〇
〇
七
、
一
五
一
―
一
七
九
頁
）。
ま
た
、

近
藤
文
剛
「
白
隠
禅
師
に
お
け
る
四
智
弁
に
つ
い
て
」（『
東
洋
大
学
紀
要
』

一
七
号
、
一
九
六
三
、
一
九
―
三
八
頁
）。
さ
ら
に
、
白
隠
の
四
智
に
つ

い
て
触
れ
る
の
は
、
常
盤
義
伸
「
白
隠
慧
鶴
の
『
偏
正
秘
奥
』
理
解
と

『
隻
手
音
声
』
公
案
」（『
花
園
大
学
研
究
紀
要
』
第
二
二
号
、
一
九
九
一
、

六
三
―
一
一
三
頁
）。

5　

竹
村
牧
男
『
西
田
幾
多
郎
と
鈴
木
大
拙

―
そ
の
魂
の
交
流
に
聴 

く

―
』（
大
東
出
版
社
、
二
〇
〇
四
）
一
五
六
―
一
五
七
頁
を
参
照
。
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鈴
木
大
拙
「
白
隠
禅
に
つ
き
て
」『
禅
道
』
百
号
・
白
隠
研
究
号
、
禅
道
会
、

一
九
一
八

鈴
木
大
拙
『
鈴
木
大
拙
全
集
』
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
〇

白
隠
和
尚
『
白
隠
和
尚
全
集
』
龍
吟
社
、
一
九
六
七

芳
澤
勝
弘
編
著
『
新
編
・
白
隠
禅
師
年
譜
』
禅
文
化
研
究
所
、
二
〇
一
六

芳
澤
勝
弘
訳
注
『
荊
叢
毒
蕊
』
乾
、
禅
文
化
研
究
所
、
二
〇
一
五

芳
澤
勝
弘
訳
注
『
白
隠
禅
師
法
語
全
集
』
第
九
冊
、
禅
文
化
研
究
所
、

二
〇
〇
一

道
前
慈
明
訓
注
『
槐
安
国
語
』
全
二
巻
、
禅
文
化
研
究
所
、
二
〇
〇
三

竹
内
尚
次
編
著
『
白
隠
』
筑
摩
書
房
、
一
九
六
四

秋
月
龍
珉
『
鈴
木
大
拙
』
講
談
社
学
術
文
庫
、
二
〇
〇
四

〈
キ
ー
ワ
ー
ド
〉
鈴
木
大
拙
、『
禅
思
想
史
研
究
』、『
金
剛
経
の
禅
』、
白
隠

禅
師
、
見
性
体
験
、
公
案
、
洞
上
五
位
、『
遠
羅
天
釡
』、

『
槐
安
国
語
』

（
京
都
外
国
語
大
学
准
教
授
、
博
士
）


